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生産抑制時の技術対策⑦

～エサの掃き寄せ～

１ エサの掃き寄せ効果

２ エサの掃き寄せタイミング

図１は、牛の採食・休息・反芻の行動サイクル

を示しています。

①牛の一回の採食時間は20～30分程度

ã
②採食後、１時間ほど経過してから反芻を行う

はんすう

ã
③そして１～１時間半ほど反芻を行うと、再び

はんすう

エサを食べる

３ エサの掃き寄せ回数

牛は１日に約９～14回に分けてエ

サを食べます。

もし、１日の給餌回数が２回と

した場合、エサの掃き寄せは約５

回程度となります（図２）。

図１ 牛の採食・休息・反芻サイクル

◇牛が不自由な姿勢でエサを食べることを防ぐ

◇エサに興味を持たせ、採食行動を刺激し、『もう一口多くエサを食わせ込む』

給餌２～３時間後に、遠くにとばしたエサを掃き寄せましょう。

図２ エサの掃き寄せイメージ回数

QRｺｰﾄﾞを読み取って
アクセス!!!
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